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今から１世紀以上前の1912年にパーキンソン病の病理所見が初めて記載

された。それは黒質の神経細胞脱落でもなく、グリオーシスでもなく、神

経細胞内の封入体であった。その封入体は今日Lewy小体と呼ばれている。

私自身は大学院生の時にパーキンソン病の消化管神経叢にLewy小体を見

出し、それ以来パーキンソン病の研究を続けている。1997年にはLewy小体

の主要構成成分としてαシヌクレインが同定された。αシヌクレインの同

定以降、明らかにされたことは多い。本

講演ではパーキンソン病に認められる

病理所見のうち重要と思われるものを

取り上げ、その意義や解釈を含め述べて

みたい。 
 

日時： 2020 年 2 月 6 日（木） 
 午後 5 時から午後 6 時半 
Date: Feb 6, 2020 (Thu), 17:00 – 18:30 
 

場所： 医学部基礎研究棟会議室２（生協隣） 
Venue: Meeting Room 2, 1st Floor of the Medical Research 

Building 
言語： 発表: 日本語 パワーポイント: 英語 
Language： Talk: Japanese, PowerPoint: English 
連絡先： 神経遺伝情報学 大野欽司 (秘書内線 2447) 
Contact: Kinji Ohno, Neurogenetics (ext. 2447 for secretary) 
注意： 事前連絡は不要です。 
Note： No registration is required. 


